








最近の紙上を賑わしている話題の中で特に印象深いのは,ソ連の原子力発電所の事故に伴

う大規模な放射能汚染に関する記事で,当研究班のテーマである先天異常モニタリングと

密接に関連している。従って,この事故は,先天異常モニタリングの先進国であるヨーロッ

パ諸国,なかでもスェーデン,ノルウェー等にも近く,今後数年間に亘るこれら諸国での先

天異常モニタリングの結果が注目されるところである。 

この様な話題を耳にしながら,数年間にわたった厚生省「先天異常のモニタリングに関する

研究」班は,当初からの目標である「方法論の確立とその試行」の大部分を達成しその幕を

閉じることになった。 

以下,いくつかの残された問題点を解説しながら将来への提言をまとめてみたい。 


